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十
月
十
二
日
、
秋
田
県
岩
城
町
で
〝
２
０

０
３
真
田
サ
ミ
ッ
ト
in
岩
城
〞
が
開

か
れ
た
。
岩
城
町
と
真
田
氏
の
ゆ

か
り
は
、
真
田
幸
村
の
五
女
御

田
の
方
が
、
亀
田
藩
二
代
岩

城
宣
隆
に
嫁
ぎ
、そ
の
間
に

生
ま
れ
た
重
隆
が
、
三
代

を
継
い
だ
こ
と
に
よ
る
。

び
っ
く
り
し
た
の
は
、

岩
城
町
の
町
お
こ
し
で

あ
る
。
人
口
６
、
５
０

０
人
の
町
で
あ
り
な
が

ら
、
天
鷺
郷
整
備
事
業

と
し
て
、
史
跡
保
存
伝

承
の
里
・
天
鷺
村
、
亀
田

城
美
術
館
、
天
鷺
遊
園
、

天
鷺
ワ
イ
ン
場
等
の
見
事

な
天
鷺
郷
の
整
備
が
行
わ
れ
、

城
下
町
の
伝
統
文
化
に
根
ざ
し

た
ソ
フ
ト
事
業
を
、
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
る
。

ま
ず
、
鵬
雲
斎
の
設
計
に
よ
る
茶
室
で
、

裏
千
家
今
日
庵
業
躰
阿
部
宗
正
先
生
の
ご
指
導

に
よ
り
、
薄
茶
を
喫
す
る
。
最
初
か
ら
あ

ぐ
ら
で
よ
い
と
の
こ
と
。
も
て
な
し

に
甘
え
て
、
白
石
市
長
と
自
己
紹

介
し
た
ら
「
見
事
な
茶
室
を
大

胆
に
お
使
い
の
こ
と
、
徳
力
さ

ん
か
ら
伺
っ
て
お
り
ま
す
」

と
お
褒
め
い
た
だ
い
た
。

復
元
さ
れ
た
天
鷺
村
内
の

武
家
屋
敷
で
、
町
民
茶
会
に

参
加
し
た
。
手
に
取
っ
た

茶
碗
の
鹿
背
が
見
事
で
あ

る
。
朝
日
焼
だ
と
思
っ
て
、

随
行
の
Ｙ
君
に
銘
を
確
か
め

て
く
れ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

亭
主
に
聞
こ
え
た
の
だ
ろ
う

「
先
代
松
林
豊
斎
の
作
で
す
。

町
の
什
器
を
自
由
に
使
わ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

真
田
の
血
を
引
く
ま
ち
づ
く
り
に
敬

意
を
表
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
サ
ミ
ッ
ト
で
、
上
田
市
の
母
袋
創
一

市
長
が
、
白
石
に
と
っ
て
は
聞
き
捨
て
な
ら
な
い

発
言
を
し
た
。「
先
日
、登
別
市
の
時
代
村
に
招
か

れ
た
。
登
別
軍
か
ら
真
田
軍
へ
の
雪
合
戦
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
」。
母
袋
市
長
は
、

上
田
軍
の
総
帥
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
。
彼
が
言
う

に
は
、
真
田
の
軍
略
が
功
を
奏
し
、
我
が
上
田
軍

は
二
勝
〇
敗
で
あ
っ
た
と
、
大
威
張
り
で
あ
る
。

私
は
同
じ
壇
上
で
聞
い
て
い
て
、
こ
れ
は
一
言

な
か
る
べ
か
ら
ず
と
思
っ
た
。
母
袋
市
長
は
、
時

代
村
と
い
う
言
い
方
を
し
た
が
、
あ
れ
は
、
当
然

の
こ
と
伊
達
時
代
村
で
あ
る
。
そ
の
メ
イ
ン
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
片
倉
家
の
屋
敷
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
伊
達
の
先
陣
と
し
て
勇
名
を
は
せ
た
片
倉
軍

を
、
真
田
軍
が
打
ち
破
っ
た
と
い
う
意
味
に
取
れ

る
で
は
な
い
か
。

待
ち
か
ね
て
い
た
私
の
順
番
が
来
た
。「
先
ほ

ど
、
上
田
の
市
長
が
登
別
で
二
連
勝
し
た
と
い
う

こ
と
を
自
慢
げ
に
話
を
し
た
が
、
分
家
に
行
っ
て

勝
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
手
柄
顔
を
さ
れ
て
は
困
る
。

た
ぶ
ん
片
倉
の
血
を
引
い
た
精
強
な
登
別
市
民

は
、
雪
合
戦
な
ど
歯
牙
に
も
か
け
ず
、
弱
兵
の
み

が
お
遊
び
で
相
手
を
し
た
の
だ
ろ
う
」
横
目
で
見

た
ら
、
上
田
の
市
長
が
万
歳
を
し
て
、
聴
衆
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

そ
こ
で
開
き
直
っ
た
。「
上
田
市
に
、
申
し
込

み
た
い
。
近
日
中
に
全
軍
を
率
い
て
、
我
が
白
石

城
に
お
い
で
頂
き
た
い
。
雪
合
戦
だ
ろ
う
と
、
そ

の
他
の
戦
い
で
あ
ろ
う
と
、
我
が
白
石
勢
は
片
倉

軍
略
を
用
い
て
、
上
田
勢
を
完
膚
な
き
ま
で
に
打

ち
破
っ
て
お
目
に
か
け
よ
う
。
殊
に
、
最
新
鋭
の

娘
子
軍
に
、
お
相
手
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
元

来
、
白
石
は
女
性
の
力
が
強
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
伊
達
政
宗
を
英
傑
に
育
て
、
そ
の
補
佐

役
の
片
倉
小
十
郎
景
綱
を
薫
陶
し
た
、
片
倉
喜
多

以
来
の
伝
統
で
あ
る
か
ら
」

実
は
何
年
か
前
、
上
田
市
と
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ

交
流
で
、
野
球
は
互
角
だ
っ
た
が
、
剣
道
で
惨
敗

し
た
。
そ
れ
は
オ
ク
ビ
に
も
出
さ
な
い
。
上
田
市

長
は
交
代
し
て
い
る
の
で
、
母
袋
さ
ん
は
知
ら
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
と
ん
だ
伏
兵
が
い
た
。

上
田
市
長
随
行
の
課
長
が
、
サ
ミ
ッ
ト
が
終
わ

っ
た
後
寄
っ
て
来
て
、

「
白
石
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
復
活
し
た
い
で
す

ね
！
」

川井市長の�

せせらぎトーク�

「真田サミット」� 市では、11月９日に100歳を迎え
られた大森しんさん（不澄ヶ池）の
長寿を祝い、特別敬老祝金100万円
を贈りました。
明治36年に市内で誕生した大森さ

んは、製糸所を営む大森家に嫁ぎ、
家業と家事を一筋に支えられました。
大森さんは、100歳の記念にと、

大型写真パネル５枚を市に寄付して
くださいました。この写真は、総合
福祉センターやふれあいプラザなど
５ヵ所に飾ってありますので、ぜひ
ご覧ください。

白石第一小学校の青空児童会で
は、アルミ缶の回収など環境美化活
動を積極的に行っています。
回収で得られた収益金を地域の医

療・福祉にも役立てようと、このほ
ど車いす２台を購入し、11月12日、
公立刈田綜合病院に寄贈しました。

いつまでもお元気で

大森しんさんに特別敬老祝金

10月25日、公立刈田綜合病院で障
害者体験講習会が開催されました。
当日は、刈田綜合病院の職員や看

護師など約20名が参加し、障害者と
同じ動作になれるような器具を付け
て階段を降りたり、自動販売機でジ
ュースを買ってみるといった体験を
しました。

参加者は、「視界が失われるのが
一番きつかった」「お年寄りの方に
細い字を書かせるのが大変だと分か
りました」など、非常に貴重な体験
をされたようでした。

患者へのサービス向上を目指して

障害者体験講習会

ま・ち・か・ど� IN！�みなさんからのすてきな情報を待ってます！�

10月19日、斎川小学校体育館で幼
児向け運動会「さいかわキッズオリ
ンピック」が開催されました。

斎川在住の就学前の幼児と家族な
ど約120名が参加したこの催し。か
けっこや絵あわせ、玉入れなど、家
族みんなで楽しく汗を流しました。

さいかわキッズオリンピック開催

白石城に賑わいをと市民有志が企
画して、10月18日、「白石城おも城
ぃマーケット」と銘打ったフリーマ
ーケットが開催されました。
会場の白石城本丸には、衣類や雑

貨、小物類などのお店が所狭しと並
び、ソーラン踊りなどの出し物も披
露されて、大にぎわいの一日でした。

白石城でフリーマーケット

アルミ缶回収で車いす寄贈

～白一小青空児童会～
昨年11月、斎川農業生産組合から

凍豆腐製造を引き継いだ白石あけぼ
の園分場「こすもすの家」が正式に
認可を受け、11月１日、盛大に開所
式が行われましした。今後、グルー
プホームで生活する皆さんなどが生
豆腐製造や草刈りにも取り組みます。

10月21日、福祉作業所やまぶき園
の利用者の方々に、仙台市の宮城高
等歯科衛生士学院の実習生13名が口
腔衛生指導の実習を行いました。
実習生は、白石歯科医師会の協力

で検診の誘導や補助、歯磨き指導な
どを、てきぱきと笑顔で行いました。

やまぶき園で口腔衛生指導実習

10月16日、越河小学校でプロの演
奏家４人を招き、青少年健全育成マ
リンバコンサートが開かれました。
軽快な生演奏披露に加え、タンバ

リンやマラカスなど多彩な打楽器の
紹介、そして最後は、子どもたちも
打楽器を手にとって一緒に演奏する
など、貴重な体験を楽しみました。

越河小でマリンバコンサート

白石あけぼの園分場が開所

～斎川凍豆腐の伝統を引き継いで～

10月17日、市が取得予定の旧高甚
跡地の活用方法について、広く市民
の意見を伺うワークショップがふれ
あいプラザで開催されました。参加
した約50人の皆さんは、市の素案や
事前に市民から募った利用案をもと
に、賑わいと中心市街地活性化に向
けて活発に意見を出し合いました。

10月31日から11月２日にかけて、
中央公民館と碧水園を会場に、市民
文化祭が盛大に開催されました。
展示会場には絵画や書道、華道に

陶芸などの力作が一堂に展示され、
芸能会場では日ごろの鍛錬を感じさ
せる素晴らしい舞台が続きました。

第34回白石市民文化祭

10月31日、登別市民訪問団を迎え、
姉妹都市締結20周年祝賀会がパレス
リゾート白石蔵王で盛大に催されま
した。祝賀会では、登別市の開拓記
念碑と白石の世良修蔵墓碑の拓本が
交換されて祖先の縁を再確認し、各
団体同士の新たな交流が提案される
など、さらなる交流を誓い合いました。

姉妹都市締結20周年祝賀会開催

旧高甚跡地活用ワークショップ

▲大森しんさん（蔵王山頂にて）


